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　Wc 　collected 　airbomc 　panicles　at　l4　sites　in　Japan，　and
analyzed 　the　metals，　ions，　 and　carbons 　in　 the　samples 　to
clarify　the　intluence　of 　long−range 　 transport　from　China
continent ．　Most　airbome 　particles　showed 　mutagenicity 　in
YGIO24 　wlth 　and／or　without 　S9　mix ，　and 　the　potency　was
higher　for　the　samples 　collected　in　winter 　and 　spring　than
those　in　summer ．　The 　samples ，　collected　on　Dec ．韮Oand 　11，
2008，and 　 March 　l6　 and 　 17，2009，　 showed 　 strong

mutagenicity ，　 and 　 the　 concentrations 　 of 　NO3
−

and 　 Cl『，
derived　f om 　combustion ，　were 　high　in　every 　site．　The 　back
trajectory　analysis　during　the　period　suggcsted 　that　the　air

mass 　flew　into　Japan 　via 　China ．

全国 14地 点 に おけ る大 気粉塵の 変異原性の 季

節変動及び 中国大陸 か らの 長距離輸送の 影響
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　 日本 の 大気環 境 に対 す る 中 国大陸か ら の 長距 離輸送 の

影響 を明 らか にす るた め、2008年3月〜2009年6月 に全 国

14地 点 で大 気 粉 壁 を捕 集 し、金属 元 素、イ オ ン 及 び 炭素

成分 濃度 の 測 定 を行 っ た。また、変異原 性をネズ ミ チ フ

ス 菌YGIO24 及びYG1029 株 を用 い て 試験 した。こ れ まで

分 析 した ほ ぼす べ て の 大 気 粉 じ んの 抽 出 物 が、Sg　mix 存

在 下 及 び非存在 下 に お い て YGIO24 株 に対 して 変異 原 性

を示 し、夏期 に比 べ 冬期及び春 期 に活 性が 強 い 傾 向が み

られ た。ま た、2008年 工2月 10、11日及 び 2009年 3月 16、17

目は全 国的 に 変 異 原 性が 強 く、NO3
’
及 び Cr な どの 燃焼由

来 の 大 気汚 染成分が 高い 検 出量 を示 した。後方流 跡 線解

析 結 果 か ら、こ の 期 間 に 日本 に流 入 した 気 塊 は 中 国 を経

由 して 流 入 して い た こ とが 示 唆 され た。
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The 　genotoxicity　of　water 　from　l　l　O　rivcrs 　in】6prcfectures
were 　measured 　by　luminescencc　umu 　test　in　2008　and 　2009．
In　 both　 years，　 using 　 without 　 Sgmix　 system ，　 Ina　 river

（Hyogo ）showed 　the　maximum 　gcnotoxicity．　By　using 　with

Sgmix 　system ，　in　2008，　Kanda 　dver　and 　in　2009 ，　Meguro
river 　（Tokyo）　 showed 　the　maximum 　genotoxicity．
Mcasurement　by　both　with 　and 　without 　Sgmix　systelns ，
Sumida，　 Kanda ，　Meguro ，　 Tama 　 rivers （Tokyo），　 Yamato

river （Nara），　 Samondo 　 and 　 Ina　 rivers （Hyogo ） showod

genotoxicity」

発光 umu 試験 を用い た河川 水 の 遺伝 毒性 に つ

い て
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　発光 umu 試験 を用 い て 、2008年 お よび 2009年 に 全 国16

都 道府県の 110河川水 の 遺伝毒性 を測定 した 。 その 結果 、

− Sgmix 系で は2008年お よび 2009年 に 兵庫県猪名川 で 最

も高い 活 性 を示 した。一
方、＋ Sgmix 系 で 高い 活性が 認

め られ た 地 点は、2008年 は東京都神 田川、2009年 は東京

都 目黒 川 で あ っ た。な お、2008年 お よ び2009年 に 、両 条

件 （」： Sgmix）で活 性 が 認 め られ た地 点 は、東京都 の 隅田

川 、神 田 川、目黒 川、多摩川、京都府桂川、奈良県大和

川 、兵 庫 県の 左 門殿 川 、猪名 川 お よび 明石川で あ っ た。
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